
(57)【要約】

【課題】本発明は、パネルの中心部と外郭部に位置する

各素子の温度を均一で、かつ速く放出し得るようになり

、色の変化や輝度の減少などの劣化を阻止するか、また

は劣化状態を同一に維持して信頼性の優秀な電界発光表

示装置を提供するためのものである。

【解決手段】本発明に係る電界発光表示装置においては

、基板上に形成された第１電極、該第１電極上に形成さ

れた発光部、該発光部上に形成された第２電極を含むピ

クセル回路部；該ピクセル回路部内に位置し、前記基板

と前記第２電極の間に内在されて前記発光部より高く突

出形成されたスペーサ；及び該スペーサの上部と接触す

るシールドキャップを含むことを特徴とする。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 電 極 、 該 第 １ 電 極 上 に 形 成 さ れ た 発 光 部 、 該 発 光 部 上 に 形 成 さ
れ た 第 ２ 電 極 を 含 む ピ ク セ ル 回 路 部 と 、
　 該 ピ ク セ ル 回 路 部 内 に 位 置 し 、 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ て 前 記 発 光 部 よ り 高 く 突 出 形 成 さ
れ た ス ペ ー サ ； 及 び
　 該 ス ペ ー サ 上 ま た は 上 部 に 形 成 さ れ た シ ー ル ド キ ャ ッ プ を 含 む 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 の 中 央 部 に 位 置 し た ス ペ ー サ の 大 き さ は 、 外 郭 部 に 位 置 し た ス ペ ー
サ の 大 き さ よ り 相 対 的 に 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 の 中 央 部 に 位 置 し た 前 記 ス ペ ー サ の 個 数 は 、 外 郭 部 に 位 置 し た ス ペ
ー サ の 個 数 よ り 相 対 的 に 多 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 の 位 置 に よ っ て 前 記 ス ペ ー サ の 大 き さ 、 個 数 及 び 模 様 を 多 様 に 配 置
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ス ペ ー サ 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第 ２ 電 極 は 、 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ の 内 面 と 面 接 触 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス ペ ー サ 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第 ２ 電 極 上 に は 金 属 膜 が 形 成 さ れ 、 該 金 属 膜 は 、 前 記
シ ー ル ド キ ャ ッ プ の 内 面 と 面 接 触 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ 電 極 の 上 ま た は 前 記 ス ペ ー サ の 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第 ２ 電 極 の 上 の 中 で 何 れ か
一 つ ま た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ た 吸 湿 材 を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ス ペ ー サ の 上 部 に 形 成 さ れ た 吸 湿 材 は 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ の 内 面 と 面 接 触 す る こ
と を 含 む 請 求 項 ７ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ の 外 側 面 に は 放 熱 板 ま た は 冷 却 フ ァ ン の 中 で 何 れ か 一 つ 以 上 が さ
ら に 形 成 さ れ た こ と を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 発 光 部 が 形 成 さ れ た 領 域 は 発 光 領 域 で 、 そ の 以 外 の 領 域 は 非 発 光 領 域 と 区 分 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 吸 湿 材 は 、 薄 膜 フ ィ ル ム 形 態 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装
置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ス ペ ー サ 、 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ 、 　 前 記 放 熱 板 ま た は 前 記 冷 却 フ ァ ン の 中 で 何 れ
か 一 つ 以 上 は 、 熱 伝 逹 の 係 数 が 大 き い 金 属 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 電 界 発
光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 非 発 光 領 域 の 絶 縁 膜 ま た は 隔 壁 が
位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス
で あ る 場 合 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ま た は 保 存 キ ャ パ シ タ が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま
た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 発 光 部 は 、 有 機 発 光 層 を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 基 板 と 、
　 前 記 基 板 上 に パ タ ー ン さ れ た 第 １ 電 極 を 含 む 発 光 領 域 と 、
　 該 第 １ 電 極 上 に 形 成 さ れ た 発 光 部 と 、
　 該 発 光 部 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 と 、
　 前 記 基 板 と 前 記 第 ２ 電 極 の 間 に 前 記 発 光 部 よ り 高 く 突 出 形 成 さ れ た ス ペ ー サ と 、
　 該 ス ペ ー サ が 形 成 さ れ た 前 記 第 ２ 電 極 と 面 接 触 す る シ ー ル ド キ ャ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴
と す る 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 前 記 発 光 領 域 の 以 外 の 領 域 に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５
記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 非 発 光 領 域 の 絶 縁 膜 ま た は 隔 壁 が
位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス
で あ る 場 合 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ま た は 貯 蔵 キ ャ パ シ タ が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま
た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 発 光 部 は 、 有 機 発 光 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 界 発 光 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 界 発 光 表 示 装 置 に 使 わ れ る 電 界 発 光 素 子 は 、 二 つ の 電 極 の 間 に 発 光 層 が 形 成 さ れ た 自
発 光 素 子 で あ っ た 。 電 界 発 光 素 子 は 、 材 料 に よ っ て 無 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 と
有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 に 分 け る こ と が で き た 。 ま た 、 電 界 発 光 素 子 は 、 発 光
層 の 駆 動 方 式 に よ っ て 受 動 マ ト リ ッ ク ス 型 （ Ｐ ａ ｓ ｓ ｉ ｖ ｅ 　 Ｍ ａ ｔ ｒ ｉ ｘ ） と 能 動 マ ト
リ ッ ク ス 型 （ Ａ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 Ｍ ａ ｔ ｒ ｉ ｘ ） に 分 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 電 界 発 光 表 示 装 置 の 寿 命 は 、 主 に 表 示 装 置 の 駆 動 時 間 と 素 子 の 劣 化 に よ っ て
決 定 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 電 界 発 光 表 示 装 置 の 劣 化 は 、 内 部 か ら 発 生 さ れ 熱 と 内 部 に 浸 透 さ れ た 酸 化 素 と 水 分 に よ
る 酸 化 に 起 因 す る 。 こ れ に よ る 発 光 面 積 が 漸 次 に 減 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ は 、 能 動 マ ト リ ッ ク ス 型 及 び 受 動 マ ト リ ッ ク ス 型 電 界 発 光 素 子 の 共 通 の 問 題 で 、 特
に 、 受 動 マ ト リ ッ ク ス 型 よ り 能 動 マ ト リ ッ ク ス 型 電 界 発 光 素 子 が 熱 に よ る 影 響 を も っ と 受
け た 。 そ し て 、 発 光 面 積 が 大 き い ほ ど 、 中 央 部 分 に 発 生 す る 熱 が 外 郭 よ り 高 く 示 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ は 、 一 般 的 な 電 界 発 光 素 子 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 電 界 発 光 表 示 装 置 １ ０ ０ は 、 基 板 １ １ ０ 上 に 第 １ 電 極 １ ２ ０ 、 発 光
部 １ ３ ０ 及 び 第 ２ 電 極 １ ４ ０ が 形 成 さ れ た ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ が 構 成 さ れ た 。 前 記 第 １ 電 極
１ ２ ０ は 、 パ タ ー ン さ れ て 絶 縁 膜 に よ っ て 絶 縁 さ れ て い る 。 前 記 第 １ 電 極 １ ２ ０ 上 に は 、
有 機 層 の 発 光 部 １ ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 該 発 光 部 １ ３ ０ 上 に は 、 第 ２ 電 極 １ ４ ０ が 形 成
さ れ て い る 。 内 部 に 浸 透 さ れ た 酸 素 と 水 分 か ら 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ の 保 護 の た め に 基 板
１ １ ０ に は 、 シ ー ル ド キ ャ ッ プ １ ６ ０ を 覆 っ て シ ー ラ ン ト １ ７ ０ で 密 封 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 、 水 分 ま た は 酸 素 か ら 素 子 を 保 護 す る た め に 、 内 部 に 吸 湿 剤 １ ５ ０ を 挿 入 す る か
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、 ま た は 発 熱 に よ る 劣 化 を 防 止 す る 目 的 で 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ １ ６ ０ 上 に 放 熱 板 １ ８ ０
を 備 え て 接 着 剤 １ ８ ５ で 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 電 界 発 光 表 示 装 置 １ ０ ０ は 、 単 純 に 前 記 放 熱 板 １ ８ ０ に 依 存 し て い
て 、 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ の 内 部 に 形 成 さ れ た 素 子 の 熱 を 放 出 す る に は 限 界 が あ る と い う 問 題
点 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 側 面 で 本 発 明 は 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 電 極 、 該 第 １ 電 極 上 に 形 成 さ れ た 発 光 部 、
該 発 光 部 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 を 含 む ピ ク セ ル 回 路 部 ； ピ ク セ ル 回 路 部 の 内 部 に 位 置 し
、 基 板 と 第 ２ 電 極 の 間 に 内 在 し て 発 光 部 よ り 高 く 突 出 形 成 さ れ た ス ペ ー サ と 、 ス ペ ー サ 上
ま た は 上 部 に 形 成 さ れ た シ ー ル ド キ ャ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 も う 一 つ の 側 面 で 、 本 発 明 は 、 基 板 と 、 基 板 上 に パ タ ー ン さ れ た 第 １ 電 極 を 含 む 発 光 領
域 と 、 第 １ 電 極 上 に 形 成 さ れ た 発 光 部 ； 該 発 光 部 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 ； 前 記 基 板 と 第
２ 電 極 の 間 に 発 光 部 よ り 高 く 突 出 形 成 さ れ た ス ペ ー サ と 、 ス ペ ー サ が 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極
と 面 接 触 す る シ ー ル ド キ ャ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 ピ ク セ ル 回 路 部 の 中 央 部 に 位 置 し た ス ペ ー サ の 大 き さ は 、 外 郭 部 に 位 置 し た ス ペ
ー サ の 大 き さ よ り 相 対 的 に 大 き い こ と が あ り 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 ピ ク セ ル 回 路 部 の 中 央 部 に 位 置 し た ス ペ ー サ の 個 数 は 、 外 郭 部 に 位 置 し た ス ペ ー
サ の 個 数 よ り 相 対 的 に 多 い こ と が あ り 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ピ ク セ ル 回 路 部 の 位 置 に よ っ て ス ペ ー サ の 大 き さ 、 個 数 及 び 模 様 を 多 様 に 配 置 し
得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 ス ペ ー サ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 は 、 シ ー ル ド キ ャ ッ プ の 内 面 と 面 接 触 し 得 る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 ス ペ ー サ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 上 に は 金 属 膜 が 形 成 さ れ 、 該 金 属 膜 は 、 シ ー ル
ド キ ャ ッ プ の 内 面 と 面 接 触 し 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ 電 極 の 上 ま た は ス ペ ー サ の 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 の 上 の 中 で 何 れ か 一 つ ま
た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ た 吸 湿 材 を 包 含 し 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ス ペ ー サ の 上 に 形 成 さ れ た 吸 湿 部 は 、 シ ー ル ド キ ャ ッ プ の 内 面 と 面 接 触 し 得 る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 シ ー ル ド キ ャ ッ プ の 外 側 面 に は 、 放 熱 板 ま た は 冷 却 フ ァ ン の 中 で 何 れ か 一 つ 以 上
が 更 に 形 成 さ れ 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 発 光 部 が 形 成 さ れ た 領 域 は 発 光 領 域 で 、 そ の 以 外 の 領 域 は 、 非 発 光 領 域 に 区 分 さ
れ 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 吸 湿 部 は 、 薄 膜 フ ィ ル ム 形 態 で あ り 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 ス ペ ー サ 、 シ ー ル ド キ ャ ッ プ 、 放 熱 板 ま た は 冷 却 フ ァ ン の 中 で 何 れ か 一 つ 以 上 は
、 熱 伝 逹 の 係 数 が 大 き い 金 属 で あ り 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ス ペ ー サ は 、 発 光 領 域 の 以 外 の 領 域 に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。 　 ま た 、 ス
ペ ー サ は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 非 発 光 領 域 の 絶 縁 膜 ま た は 隔 壁 が 位 置 す る
領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場
合 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ま た は 貯 蔵 キ ャ パ シ タ が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ
の す べ て に 形 成 さ れ 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 以 下 の 手 段 を 提 供 す る 。
（ 項 目 １ ）
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 電 極 、 そ の 第 １ 電 極 上 に 形 成 さ れ た 発 光 部 、 そ の 発 光 部 上 に 形
成 さ れ た 第 ２ 電 極 を 含 む ピ ク セ ル 回 路 部 と 、
　 そ の ピ ク セ ル 回 路 部 内 に 位 置 し 、 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ て 前 記 発 光 部 よ り 高 く 突 出 形 成
さ れ た ス ペ ー サ ； 及 び
　 そ の ス ペ ー サ 上 ま た は 上 部 に 形 成 さ れ た シ ー ル ド キ ャ ッ プ を 含 む 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 ２ ）
　 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 の 中 央 部 に 位 置 し た ス ペ ー サ の 大 き さ は 、 外 郭 部 に 位 置 し た ス ペ ー
サ の 大 き さ よ り 相 対 的 に 大 き い こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 ３ ）
　 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 の 中 央 部 に 位 置 し た 前 記 ス ペ ー サ の 個 数 は 、 外 郭 部 に 位 置 し た ス ペ
ー サ の 個 数 よ り 相 対 的 に 多 い こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 ４ ）
　 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 の 位 置 に よ っ て 前 記 ス ペ ー サ の 大 き さ 、 個 数 及 び 模 様 を 多 様 に 配 置
す る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 ５ ）
　 前 記 ス ペ ー サ 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第 ２ 電 極 は 、 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ の 内 面 と 面 接 触 す
る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 ６ ）
　 前 記 ス ペ ー サ 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第 ２ 電 極 上 に は 金 属 膜 が 形 成 さ れ 、 そ の 金 属 膜 は 、 前
記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ の 内 面 と 面 接 触 す る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置
。
（ 項 目 ７ ）
　 前 記 第 ２ 電 極 の 上 ま た は 前 記 ス ペ ー サ の 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第 ２ 電 極 の 上 の 中 で 何 れ か
一 つ ま た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ た 吸 湿 材 を 含 む 項 目 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 ８ ）
　 前 記 ス ペ ー サ の 上 部 に 形 成 さ れ た 吸 湿 材 は 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ の 内 面 と 面 接 触 す る こ
と を 含 む 項 目 ７ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 ９ ）
　 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ の 外 側 面 に は 放 熱 板 ま た は 冷 却 フ ァ ン の 中 で 何 れ か 一 つ 以 上 が さ
ら に 形 成 さ れ た こ と を 含 む 項 目 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 １ ０ ）
　 前 記 発 光 部 が 形 成 さ れ た 領 域 は 発 光 領 域 で 、 そ の 以 外 の 領 域 は 非 発 光 領 域 と 区 分 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 １ １ ）
前 記 吸 湿 材 は 、 薄 膜 フ ィ ル ム 形 態 で あ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 ７ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置
。
（ 項 目 １ ２ ）
　 前 記 ス ペ ー サ 、 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ 、 　 前 記 放 熱 板 ま た は 前 記 冷 却 フ ァ ン の 中 で 何 れ
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か 一 つ 以 上 は 、 熱 伝 逹 の 係 数 が 大 き い 金 属 で あ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 ９ 記 載 の 電 界 発 光
表 示 装 置 。
（ 項 目 １ ３ ）
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 非 発 光 領 域 の 絶 縁 膜 ま た は 隔 壁 が
位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス
で あ る 場 合 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ま た は 保 存 キ ャ パ シ タ が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま
た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 １ ４ ）
　 前 記 発 光 部 は 、 有 機 発 光 層 を 含 む 項 目 １ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 １ ５ ）
　 基 板 と 、
　 前 記 基 板 上 に パ タ ー ン さ れ た 第 １ 電 極 を 含 む 発 光 領 域 と 、
　 そ の 第 １ 電 極 上 に 形 成 さ れ た 発 光 部 と 、
　 そ の 発 光 部 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 と 、
　 前 記 基 板 と 前 記 第 ２ 電 極 の 間 に 前 記 発 光 部 よ り 高 く 突 出 形 成 さ れ た ス ペ ー サ と 、
　 そ の ス ペ ー サ が 形 成 さ れ た 前 記 第 ２ 電 極 と 面 接 触 す る シ ー ル ド キ ャ ッ プ を 含 む こ と を 特
徴 と す る 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 １ ６ ）
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 前 記 発 光 領 域 の 以 外 の 領 域 に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ ５ 記
載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 １ ７ ）
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 非 発 光 領 域 の 絶 縁 膜 ま た は 隔 壁 が
位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス
で あ る 場 合 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ま た は 貯 蔵 キ ャ パ シ タ が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま
た は 二 つ の す べ て に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ ５ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
（ 項 目 １ ８ ）
　 前 記 発 光 部 は 、 有 機 発 光 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ ５ 記 載 の 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 、 パ ネ ル の 中 心 部 と 外 郭 部 に 位 置 す る 各 素 子 の 温 度 を 均 一 で 、 か つ 速 く 放 出 し
得 る よ う に な り 、 色 の 変 化 や 輝 度 の 減 少 な ど の 劣 化 を 阻 止 す る か 、 ま た は 劣 化 状 態 を 同 一
に 維 持 し て 信 頼 性 の 優 秀 な 電 界 発 光 表 示 装 置 を 提 供 し 得 る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し つ つ 本 発 明 の 電 界 発 光 表 示 装 置 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で 、 図 ３ は 、 図 ２ の Ｂ
部 分 を 拡 大 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 ２ ０ ０ は 、 基 板 ２ １
０ 上 に 第 １ 電 極 ２ ２ ０ が 形 成 さ れ 、 該 第 １ 電 極 ２ ２ ０ は 、 パ タ ー ン さ れ て 絶 縁 膜 ２ ２ ２ に
よ っ て 絶 縁 さ れ る 。 前 記 第 １ 電 極 ２ ２ ０ 上 に は 、 有 機 層 の 発 光 部 ２ ３ ０ が 形 成 さ れ 、 該 発
光 部 ２ ３ ０ 上 に は 、 第 ２ 電 極 ２ ４ ０ が 形 成 さ れ て ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ が 構 成 さ れ る 。 そ し て
、 該 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ 上 に 形 成 さ れ た 素 子 を 保 護 す る 目 的 で 吸 湿 剤 ２ ５ ０ な ど が 基 板 ２ １
０ に 附 着 さ れ 、 該 基 板 ２ １ ０ 上 に 備 え ら れ た シ ー ル ド キ ャ ッ プ ２ ６ ０ は 、 シ ー ラ ン ト ２ ７
０ で 接 着 封 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 前 記 基 板 ２ １ ０ と 第 ２ 電 極 ２ ４ ０ の 間 に は 、 前 記 発 光 部 ２ ３ ０ よ り 高 く 突 出 さ れ
た ス ペ ー サ ２ ２ ４ が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 電 極 ２ ４ ０ は 、 前 記 ス ペ ー サ ２ ２ ４ 上 に 形 成 さ れ
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た 第 ２ 電 極 ２ ４ ０ ａ と 前 記 発 光 部 ２ ３ ０ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 ２ ４ ０ ｂ に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ に よ っ て 、 前 記 ス ペ ー サ ２ ２ ４ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 ２ ４ ０ ａ は 、 前 記 シ ー ル ド
キ ャ ッ プ ２ ６ ０ と 面 接 触 さ れ て ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ の 内 部 に 位 置 し た 発 光 部 ２ ３ ０ の 発 熱 を
第 ２ 電 極 ２ ４ ０ ａ を 通 じ て 容 易 に 放 出 し 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 前 記 ス ペ ー サ ２ ２ ４ は 、 前 記 絶 縁 膜 ２ ２ ２ 上 に 形 成 し 得 る が 、 普 通 、 該 絶 縁
膜 ２ ２ ２ が 形 成 さ れ た 領 域 は 、 非 発 光 領 域 に 区 分 さ れ 、 以 外 の 発 光 部 が 形 成 さ れ て 光 が 放
出 さ れ る 領 域 は 発 光 領 域 に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ の Ｂ 部 分 を 参 照 し て 詳 し く は 、 絶 縁 膜 ２ ２ ２ 上 に 形 成 さ れ た ス ペ ー サ ２ ２ ４ は 、 第
２ 電 極 ２ ４ ０ ａ が シ ー ル ド キ ャ ッ プ ２ ６ ０ に 接 触 さ れ る よ う に 柱 を 形 成 し 、 ピ ク セ ル 回 路
部 Ｐ の 内 部 に 発 生 し た 熱 を 容 易 に 放 出 し 得 る よ う に な る 。 ま た 、 ス ペ ー サ ２ ２ ４ が 前 記 シ
ー ル ド キ ャ ッ プ ２ ６ ０ を 支 え て い る 構 造 か ら 形 成 さ れ て い て 外 部 の 圧 力 か ら 素 子 を 保 護 し
得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 前 記 ス ペ ー サ ２ ２ ４ を 熱 伝 逹 の 係 数 が 大 き い 金 属 （ 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ
） 、 銅 （ Ｃ ｕ ） 、 銀 （ Ａ ｇ ） ） な ど か ら 形 成 す る と 、 内 部 か ら 発 熱 さ れ た 熱 は 、 前 記 ス ペ
ー サ ２ ２ ４ の 柱 に 沿 っ て 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ２ ６ ０ に 伝 達 さ れ 得 る よ う に な る 。 か つ 、
前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ２ ６ ０ と 基 板 ２ １ ０ に よ っ て 形 成 さ れ た 空 間 は 、 発 熱 さ れ た 温 度 が
循 環 さ れ る よ う に 誘 導 し て よ り 効 果 的 に 熱 を 発 散 し 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 図 ２ ま た は 図 ３ に 図 示 さ れ た 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 に 示
し た が 、 本 発 明 は 、 パ ッ シ ブ 及 び ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 の す べ て に 適 用 可 能 で あ り 、
詳 し く は 次 の 説 明 を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 も し 、 電 界 発 光 表 示 装 置 が パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 前 記 ス ペ ー サ ２ ２ ４ は 、
非 発 光 領 域 で あ る 絶 縁 膜 ま た は 隔 壁 が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の す べ て
に 形 成 さ れ 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 電 界 発 光 表 示 装 置 が ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 前 記 ス ペ ー サ ２ ２ ４ は
、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ま た は 貯 蔵 キ ャ パ シ タ が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の
す べ て に 形 成 さ れ 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し か し 、 前 記 ス ペ ー サ ２ ２ ４ は 、 位 置 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 発 熱 さ れ る 熱 を 効 果 的 に
放 出 し 得 る な ら 、 光 が 発 光 さ れ る 領 域 を 除 い て 何 れ か の 所 で も 形 成 可 能 で あ る こ と は 勿 論
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て 図 示 し て な い が 、 ス ペ ー サ ２ ２ ４ 上 部 に 第 ２ 電 極 ２ ４ ０ ａ を 形 成 し な く て 、 ス ペ
ー サ ２ ２ ４ の 上 部 と 面 接 触 す る こ と が 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 ４ ０ ０ は 、 基 板 ４ １
０ 上 に 第 １ 電 極 ４ ２ ０ が 形 成 さ れ 、 該 第 １ 電 極 ４ ２ ０ は 、 パ タ ー ン さ れ て 絶 縁 膜 ４ ２ ２ に
よ っ て 絶 縁 さ れ る 。 前 記 第 １ 電 極 ４ ２ ０ 上 に は 、 有 機 層 の 発 光 部 ４ ３ ０ が 形 成 さ れ 、 発 光
部 ４ ３ ０ 上 に は 、 第 ２ 電 極 ４ ４ ０ が 形 成 さ れ て ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ が 構 成 さ れ る 。 そ し て 、
該 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ 上 に 形 成 さ れ た 素 子 を 保 護 す る 目 的 で 吸 湿 剤 ４ ５ ０ な ど が 第 ２ 電 極 ４
４ ０ に 附 着 さ れ 、 前 記 基 板 ４ １ ０ 上 に 備 え ら れ た シ ー ル ド キ ャ ッ プ ４ ６ ０ は 、 シ ー ラ ン ト
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４ ７ ０ で 接 着 封 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 方 、 前 記 基 板 ４ １ ０ と 第 ２ 電 極 ４ ４ ０ の 間 に は 、 前 記 発 光 部 ４ ３ ０ よ り 高 く 突 出 さ れ
た ス ペ ー サ ４ ２ ４ が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 電 極 ４ ４ ０ は 、 前 記 ス ペ ー サ ４ ２ ４ 上 に 形 成 さ れ
た 第 ２ 電 極 ４ ４ ０ ａ と 発 光 部 ４ ３ ０ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 ４ ４ ０ ｂ に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 、 前 記 吸 湿 剤 ４ ５ ０ は 、 前 記 発 光 部 ４ ３ ０ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 ４ ４ ０ ｂ 上 に
附 着 さ れ 、 前 記 ス ペ ー サ ４ ２ ４ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 ４ ４ ０ ａ 上 に は 金 属 膜 ４ ９ ０ が 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ に よ っ て 、 前 記 ス ペ ー サ ４ ２ ４ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 ４ ４ ０ ａ は 、 金 属 膜 ４ ９ ０
と 面 接 触 さ れ た 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ４ ６ ０ を 通 じ て ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ の 内 部 に 位 置 し た
前 記 発 光 部 ４ ３ ０ の 発 熱 を 前 記 第 ２ 電 極 ４ ４ ０ ａ と 金 属 膜 ４ ９ ０ を 通 じ て 容 易 に 放 出 し 得
る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う な ス ペ ー サ ４ ２ ４ は 、 絶 縁 膜 ４ ２ ２ 上 に 形 成 し 得 る が 、 普 通 、 該 絶 縁 膜 ４ ２ ２
が 形 成 さ れ た 領 域 は 非 発 光 領 域 に 区 分 さ れ 、 以 外 の 発 光 部 が 形 成 さ れ て 光 が 放 出 さ れ る 領
域 は 発 光 領 域 に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 更 に 詳 し く は 、 前 記 絶 縁 膜 ４ ２ ２ 上 に 形 成 さ れ た ス ペ ー サ ４ ２ ４ は 、 前 記 第 ２ 電 極 ４ ４
０ ａ 上 に 形 成 さ れ た 金 属 膜 ４ ９ ０ が 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ４ ６ ０ に 接 触 さ れ る よ う に 柱 を
形 成 し 、 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ の 内 部 に 発 生 し た 熱 を 容 易 に 放 出 し 得 る よ う に な る 。 ま た
、 前 記 ス ペ ー サ ４ ２ ４ が 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ４ ６ ０ を 支 え て い る 構 造 か ら 形 成 さ れ て い
て 外 部 の 圧 力 か ら 素 子 を 保 護 し 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 前 記 ス ペ ー サ ４ ２ ４ を 熱 伝 逹 の 係 数 が 大 き い 金 属 （ 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ
） 、 銅 （ Ｃ ｕ ） 、 銀 （ Ａ ｇ ） ） な ど か ら 形 成 す る と 、 内 部 で 発 熱 さ れ た 熱 は 、 前 記 ス ペ ー
サ ４ ２ ４ の 柱 と 金 属 膜 ４ ９ ０ に 沿 っ て 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ４ ６ ０ に 伝 達 さ れ 得 る よ う に
な る 。 か つ 、 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ４ ６ ０ と 基 板 ４ １ ０ に よ っ て 形 成 さ れ た 空 間 は 、 発 熱
さ れ た 温 度 が 循 環 さ れ る よ う に 誘 導 し て よ り 効 果 的 に 熱 を 発 散 し 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 、 図 ４ に 図 示 さ れ た 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 で 示 し た が 、 本
発 明 は 、 パ ッ シ ブ 及 び ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 皆 に 適 用 可 能 で あ り 、 詳 細 に は 次 の 説 明
を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 も し 、 電 界 発 光 表 示 装 置 が パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 前 記 ス ペ ー サ ４ ２ ４ は 、
非 発 光 領 域 で あ る 絶 縁 膜 ま た は 隔 壁 が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の す べ て
に 形 成 さ れ 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 電 界 発 光 表 示 装 置 が ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 前 記 ス ペ ー サ ４ ２ ４ は
、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ま た は 貯 蔵 キ ャ パ シ タ が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の
す べ て に 形 成 さ れ 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 し か し 、 前 記 ス ペ ー サ ４ ２ ４ は 、 位 置 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 発 熱 さ れ る 熱 を 効 果 的 に
放 出 し 得 る な ら 、 光 が 発 光 さ れ る 領 域 を 除 い た 何 れ か の 所 で も 形 成 可 能 で あ る こ と は 勿 論
で 、 前 記 金 属 膜 ４ ９ ０ は 材 料 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 ５ ０ ０ は 、 基 板 ５ １
０ 上 に 第 １ 電 極 ５ ２ ０ が 形 成 さ れ 、 該 第 １ 電 極 ５ ２ ０ は 、 パ タ ー ン さ れ て 絶 縁 膜 ５ ２ ２ に
よ っ て 絶 縁 さ れ る 。 前 記 第 １ 電 極 ５ ２ ０ 上 に は 、 有 機 層 の 発 光 部 ５ ３ ０ が 形 成 さ れ 、 該 発
光 部 ５ ３ ０ 上 に は 、 第 ２ 電 極 ５ ４ ０ が 形 成 さ れ て ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ が 構 成 さ れ る 。 そ し て
、 該 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ 上 に 形 成 さ れ た 素 子 を 保 護 す る 目 的 で 吸 湿 剤 ５ ５ ０ な ど が 前 記 第 ２
電 極 ５ ４ ０ 上 に 附 着 さ れ 、 前 記 基 板 ５ １ ０ 上 に 備 え ら れ た シ ー ル ド キ ャ ッ プ ５ ６ ０ は 、 シ
ー ラ ン ト ５ ７ ０ で 接 着 封 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 方 、 前 記 基 板 ５ １ ０ と 第 ２ 電 極 ５ ４ ０ の 間 に は 、 前 記 発 光 部 ５ ３ ０ よ り 高 く 突 出 さ れ
た ス ペ ー サ ５ ２ ４ が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 電 極 ５ ４ ０ は 、 前 記 ス ペ ー サ ５ ２ ４ 上 に 形 成 さ れ
た 第 ２ 電 極 ５ ４ ０ ａ と 前 記 発 光 部 ５ ３ ０ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 ５ ４ ０ ｂ に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 吸 湿 剤 ５ ５ ０ は 、 前 記 第 ２ 電 極 ５ ４ ０ ｂ 上 に 形 成 さ れ る か 、 ま た は 前 記 ス ペ ー
サ ５ ２ ４ の 上 部 の 前 ま で 形 成 さ れ 、 第 ２ 電 極 ５ ４ ０ ａ 　 の 上 部 面 に は 、 金 属 膜 ５ ９ ０ が 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ れ に よ っ て 、 前 記 ス ペ ー サ ５ ２ ４ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 ５ ４ ０ ａ は 、 前 記 金 属 膜 ５
９ ０ と 面 接 触 さ れ た 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ５ ６ ０ を 通 じ て 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ の 内 部 に
位 置 し た 前 記 発 光 部 ５ ３ ０ の 発 熱 を 前 記 第 ２ 電 極 ５ ４ ０ ａ と 金 属 膜 ５ ９ ０ を 通 じ て 容 易 に
放 出 し 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 か つ 、 前 記 第 ２ 電 極 ５ ４ ０ ｂ 上 に 形 成 さ れ た 薄 膜 フ ィ ル ム 形 態 の 吸 湿 剤 ５ ５ ０ は 、 前 記
ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ 上 に 形 成 さ れ た 素 子 な ど が 水 分 や 酸 素 な ど に よ っ て 劣 化 さ れ る 現 象 を 直
接 的 に 遮 断 し 得 る 保 護 膜 の 役 割 を 行 い 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う な 前 記 ス ペ ー サ ５ ２ ４ は 、 前 記 絶 縁 膜 ５ ２ ２ 上 に 形 成 し 得 る が 、 普 通 、 該 絶 縁
膜 ５ ２ ２ が 形 成 さ れ た 領 域 は 非 発 光 領 域 に 区 分 さ れ 、 以 外 の 発 光 部 が 形 成 さ れ て 光 が 放 出
さ れ る 領 域 は 発 光 領 域 に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 更 に 詳 し く は 、 前 記 絶 縁 膜 ５ ２ ２ 上 に 形 成 さ れ た 前 記 ス ペ ー サ ５ ２ ４ は 、 前 記 第 ２ 電 極
５ ４ ０ ａ 上 に 形 成 さ れ た 前 記 金 属 膜 ５ ９ ０ が 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ５ ６ ０ に 接 触 さ れ る よ
う に 柱 を 形 成 し 、 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ の 内 部 に 発 生 し た 熱 を 容 易 に 放 出 し 得 る よ う に な
る 。 ま た 、 前 記 ス ペ ー サ ５ ２ ４ が 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ５ ６ ０ を 支 え て い る 構 造 か ら 形 成
さ れ て い て 外 部 の 圧 力 か ら 素 子 を 保 護 し 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 前 記 ス ペ ー サ ５ ２ ４ を 熱 伝 逹 の 係 数 が 大 き い 金 属 （ 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ
） 、 銅 （ Ｃ ｕ ） 、 銀 （ Ａ ｇ ） ） な ど か ら 形 成 す る と 、 内 部 で 発 熱 さ れ た 熱 は 、 前 記 ス ペ ー
サ ５ ２ ４ の 柱 と 前 記 金 属 膜 ５ ９ ０ に 沿 っ て 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ５ ６ ０ に 伝 達 さ れ 得 る よ
う に な る 。 か つ 、 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ５ ６ ０ と 基 板 ５ １ ０ に よ っ て 形 成 さ れ た 空 間 は 、
発 熱 さ れ た 温 度 が 循 環 さ れ る よ う に 誘 導 し て よ り 効 果 的 に 熱 を 発 散 し 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 方 、 図 ５ に 図 示 さ れ た 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 で 示 し た が 、 本
発 明 は 、 パ ッ シ ブ 及 び ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 の す べ て に 適 用 可 能 で あ り 、 詳 細 に は 次
の 説 明 を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 も し 、 電 界 発 光 表 示 装 置 が パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 前 記 ス ペ ー サ ５ ２ ４ は 、
非 発 光 領 域 で あ る 絶 縁 膜 ま た は 隔 壁 が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の す べ て
に 形 成 さ れ 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 電 界 発 光 表 示 装 置 が ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 前 記 ス ペ ー サ ５ ２ ４ は
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、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ま た は 貯 蔵 キ ャ パ シ タ が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の
す べ て に 形 成 さ れ 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 し か し 、 前 記 ス ペ ー サ ５ ２ ４ は 、 位 置 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 発 熱 さ れ る 熱 を 効 果 的 に
放 出 し 得 る な ら 、 光 が 発 光 さ れ る 領 域 を 除 い た 何 れ か の 所 で も 形 成 可 能 で あ る こ と が 勿 論
で 、 前 記 金 属 膜 ５ ９ ０ は 、 材 料 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ 第 ４ 実 施 形 態 ）
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 ６ ０ ０ は 、 基 板 ６ １
０ 上 に 第 １ 電 極 ６ ２ ０ が 形 成 さ れ 、 該 第 １ 電 極 ６ ２ ０ は 、 パ タ ー ン さ れ て 絶 縁 膜 ６ ２ ２ に
よ っ て 絶 縁 さ れ る 。 前 記 第 １ 電 極 ６ ２ ０ 上 に は 、 有 機 層 の 発 光 部 ６ ３ ０ が 形 成 さ れ 、 該 発
光 部 ６ ３ ０ 上 に は 、 第 ２ 電 極 ６ ４ ０ が 形 成 さ れ て ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ が 構 成 さ れ る 。 そ し て
、 該 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ 上 に 形 成 さ れ た 素 子 を 保 護 す る 目 的 で 吸 湿 剤 ６ ５ ０ な ど が 基 板 ６ １
０ 上 に 附 着 さ れ 、 該 基 板 ６ １ ０ 上 に 備 え ら れ た シ ー ル ド キ ャ ッ プ ６ ６ ０ は 、 シ ー ラ ン ト ６
７ ０ で 接 着 封 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 一 方 、 前 記 基 板 ６ １ ０ と 第 ２ 電 極 ６ ４ ０ の 間 に は 、 前 記 発 光 部 ６ ３ ０ よ り 高 く 突 出 さ れ
た ス ペ ー サ ６ ２ ４ が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 電 極 ６ ４ ０ は 、 前 記 ス ペ ー サ ６ ２ ４ 上 に 形 成 さ れ
た 第 ２ 電 極 ６ ４ ０ ａ と 発 光 部 ６ ３ ０ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 ６ ４ ０ ｂ に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ こ で 、 吸 湿 剤 ６ ５ ０ は 、 前 記 基 板 ６ １ ０ の 何 れ か 一 方 ま た は 図 示 さ れ て い な い が 、 前
記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ６ ６ ０ の 何 れ か 一 方 に 形 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 一 方 、 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ６ ６ ０ の 外 側 面 に は 、 放 熱 板 ま た は 冷 却 フ ァ ン ６ ８ ０ の 中
で 何 れ か 一 つ 以 上 が 接 着 剤 ６ ８ ５ な ど に よ っ て 接 着 さ れ る が 、 該 接 着 剤 ６ ８ ５ は 、 熱 伝 導
性 が 優 秀 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ れ に よ っ て 、 前 記 ス ペ ー サ ６ ２ ４ 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第 ２ 電 極 ６ ４ ０ ａ は 、 前 記 シ ー
ル ド キ ャ ッ プ ６ ６ ０ と 面 接 触 さ れ て 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ の 内 部 に 位 置 し た 前 記 発 光 部 ６
３ ０ の 発 熱 を 前 記 第 ２ 電 極 ６ ４ ０ ａ と 接 触 さ れ た 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ６ ６ ０ を 通 じ て 容
易 に 放 出 し 得 る よ う に な る 。 ま た 、 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ６ ６ ０ の 外 側 面 に 形 成 さ れ た 放
熱 板 ま た は 冷 却 フ ァ ン ６ ８ ０ に よ っ て 更 に 速 く 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ の 内 部 の 発 熱 温 度 を
低 め 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 前 述 し た ス ペ ー サ ６ ２ ４ は 、 絶 縁 膜 ６ ２ ２ 上 に 形 成 し 得 る が 、 普 通 、 該 絶 縁 膜 ６ ２ ２ が
形 成 さ れ た 領 域 は 非 発 光 領 域 に 区 分 さ れ 、 以 外 の 発 光 部 が 形 成 さ れ て 光 が 放 出 さ れ る 領 域
は 発 光 領 域 に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 更 に 詳 し く は 、 前 記 絶 縁 膜 ６ ２ ２ 上 に 形 成 さ れ た 前 記 ス ペ ー サ ６ ２ ４ は 、 前 記 第 ２ 電 極
６ ４ ０ ａ 上 に 形 成 さ れ た 前 記 金 属 膜 ６ ９ ０ が 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ６ ６ ０ に 接 触 さ れ る よ
う に 柱 を 形 成 し 、 前 記 ピ ク セ ル 回 路 部 Ｐ の 内 部 に 発 生 し た 熱 を 容 易 に 放 出 し 得 る よ う に な
る 。 ま た 、 前 記 ス ペ ー サ ６ ２ ４ が 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ６ ６ ０ を 支 え て い る 構 造 か ら 形 成
さ れ て い て 外 部 の 圧 力 か ら 素 子 を 保 護 し 得 る よ う に な る し 、 放 熱 板 ま た は 前 記 冷 却 フ ァ ン
６ ８ ０ に よ っ て 更 に 速 く 発 熱 温 度 を 低 め 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 前 記 ス ペ ー サ ６ ２ ４ や 放 熱 板 ま た は 前 記 冷 却 フ ァ ン ６ ８ ０ を 熱 伝 逹 の 係 数 が 大 き
い 金 属 （ 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 、 銅 （ Ｃ ｕ ） 、 銀 （ Ａ ｇ ） ） な ど か ら 形 成 す る と
、 内 部 で 発 熱 さ れ た 熱 は 、 前 記 ス ペ ー サ ６ ２ ４ と 放 熱 板 ま た は 冷 却 フ ァ ン ６ ８ ０ を 通 じ て
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効 果 的 に 放 出 し 得 る よ う に な る 。 か つ 、 前 記 シ ー ル ド キ ャ ッ プ ６ ６ ０ と 基 板 ６ １ ０ に よ っ
て 形 成 さ れ た 空 間 は 、 発 熱 さ れ た 温 度 が 循 環 さ れ る よ う に 誘 導 し て よ り 効 果 的 に 熱 を 発 散
し 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 一 方 、 図 ６ に 図 示 さ れ た 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 で 示 し た が 、 本
発 明 は 、 パ ッ シ ブ 及 び ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 の す べ て に 適 用 可 能 で あ り 、 詳 細 に は 次
の 説 明 を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 も し 、 電 界 発 光 表 示 装 置 が パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 前 記 ス ペ ー サ ６ ２ ４ は 、
非 発 光 領 域 で あ る 絶 縁 膜 ま た は 隔 壁 が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の す べ て
に 形 成 さ れ 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 電 界 発 光 表 示 装 置 が ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス で あ る 場 合 、 前 記 ス ペ ー サ ６ ２ ４ は
、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ま た は 貯 蔵 キ ャ パ シ タ が 位 置 す る 領 域 の 中 で 何 れ か 一 つ ま た は 二 つ の
す べ て に 形 成 さ れ 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 し か し 、 前 記 ス ペ ー サ ６ ２ ４ は 、 位 置 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 発 熱 さ れ る 熱 を 効 果 的 に
放 出 し 得 る な ら 、 光 が 発 光 さ れ る 領 域 を 除 い た 何 れ か の 所 で も 形 成 可 能 で あ る こ と が 勿 論
で 、 放 熱 板 ま た は 冷 却 フ ァ ン ５ ８ ０ は 、 材 料 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 以 下 、 図 ７ な い し 図 ８ （ ｈ ） は 、 本 発 明 の 各 実 施 形 態 に よ っ て ス ペ ー サ が 位 置 さ れ る 領
域 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 各 実 施 形 態 に よ っ て ス ペ ー サ が 位 置 す る 一 例 を 説 明 す る た め に パ ネ ル
を 示 し た 図 面 で 、 図 ８ （ ａ ） な い し 図 ８ （ ｈ ） は 、 図 ７ の パ ネ ル に 位 置 し た ス ペ ー サ の 一
例 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ７ に 図 示 さ れ た よ う に 、 電 界 発 光 表 示 装 置 の パ ネ ル を 多 数 の 領 域 に 分 け て 、 各 領 域 の
熱 の 発 生 量 に よ っ て ス ペ ー サ を 相 違 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ こ で 、 パ ネ ル の 温 度 分 布 は 、 パ ネ ル の 中 央 部 が 外 郭 部 に 比 べ て 相 対 的 に 熱 発 生 量 が 大
き く て 温 度 が 高 く 、 外 郭 部 に 至 る ほ ど 温 度 が 低 く な る こ と を 参 照 す る 。 こ れ に よ っ て 、 温
度 が 高 い 中 央 部 に は 直 径 が 大 き い ス ペ ー サ を 、 外 郭 部 に は 直 径 が 小 さ い ス ペ ー サ を 形 成 す
る な ど 、 ス ペ ー サ は 、 多 様 に 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ８ （ ａ ） を 参 照 す る と 、 温 度 が 一 番 高 い パ ネ ル の 中 央 部 ７ に は 、 一 番 直 径 が 大 き い ス
ペ ー サ ８ ２ ４ ａ が 形 成 さ れ た 状 態 を 図 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ８ （ ｂ ） を 参 照 す る と 、 温 度 の 高 い 中 央 の 周 囲 部 ４ 、 ５ 、 ９ 、 １ ０ に は 、 相 対 的 に 直
径 が 小 さ い ス ペ ー サ ８ ２ ４ ｂ が 形 成 さ れ た 状 態 を 図 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ８ （ ｃ ） を 参 照 す る と 、 パ ネ ル の 側 面 の 中 央 部 ２ 、 ６ 、 ８ 、 １ ２ に は 、 三 番 目 の 大 き
さ の 直 径 を 持 つ ス ペ ー サ ８ ２ ４ ｃ が 形 成 さ れ た 状 態 を 図 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ８ （ ｄ ） を 参 照 す る と 、 最 外 郭 １ 、 ３ 、 １ １ 、 １ ３ に は 、 一 番 小 さ い 直 径 の ス ペ ー サ
８ ２ ４ ｄ が 形 成 さ れ た 状 態 を 図 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ れ の 他 の 実 施 形 態 と し て 、 図 ８ （ ｅ ） な い し 図 ８ （ ｈ ） を 参 照 す る と 、 図 ８ （ ａ ） で
一 番 大 き い 直 径 の ス ペ ー サ ８ ２ ４ ａ が 形 成 さ れ た 中 央 部 ７ に ４ 個 の ス ペ ー サ ８ ２ ４ ｅ を 形
成 し 、 図 ８ （ ｂ ） で 中 央 の 周 囲 部 ４ 、 ５ 、 ９ 、 １ ０ に ３ 個 の ス ペ ー サ ８ ２ ４ ｆ が 形 成 さ れ
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る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 そ し て 、 図 ８ （ ｃ ） の 側 面 の 中 央 部 ２ 、 ６ 、 ８ 、 １ ２ に ２ 個 の ス ペ ー サ ８ ２ ４ ｇ を 形 成
し 、 図 ８ （ ｄ ） で 最 外 郭 １ 、 ３ 、 １ １ 、 １ ３ に １ 個 の ス ペ ー サ ８ ２ ４ ｈ が 形 成 さ れ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 前 述 し た パ ネ ル の 温 度 分 布 は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 通 じ て 分 析 及 び 測 定 し 、 ス ペ ー サ の
大 き さ 、 位 置 、 模 様 及 び 個 数 を 相 違 に 形 成 す る と 、 発 熱 さ れ た 熱 を 更 に 効 果 的 に 放 出 し 得
る よ う に な る 。 ま た 、 順 次 に 温 度 が 低 い 領 域 に 至 る ほ ど ス ペ ー サ の 個 数 を 減 ら す か 、 ま た
は 上 下 ま た は 左 右 の 均 衡 を 成 し て 配 置 し て 熱 発 生 量 と 熱 放 出 量 が 均 衡 を 成 す よ う に す る と
、 よ り 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 本 発 明 は 、 パ ネ ル の 中 心 部 と 外 郭 部 に 位 置 す る 各 素 子 の 温 度 を 均 一 で 、 か つ 速 く 放 出 し
得 る よ う に な り 、 色 の 変 化 や 輝 度 の 減 少 な ど の 劣 化 を 阻 止 す る か 、 ま た は 劣 化 状 態 を 同 一
に 維 持 し て 信 頼 性 の 優 秀 な 電 界 発 光 表 示 装 置 を 提 供 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 界 発 光 表 示 装 置 に お い て は 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 電 極 、 該 第 １ 電 極
上 に 形 成 さ れ た 発 光 部 、 該 発 光 部 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 電 極 を 含 む ピ ク セ ル 回 路 部 ； 該 ピ ク
セ ル 回 路 部 内 に 位 置 し 、 前 記 基 板 と 前 記 第 ２ 電 極 の 間 に 内 在 さ れ て 前 記 発 光 部 よ り 高 く 突
出 形 成 さ れ た ス ペ ー サ ； 及 び 該 ス ペ ー サ の 上 部 と 接 触 す る シ ー ル ド キ ャ ッ プ を 含 む こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 用 い て 本 発 明 を 例 示 し て き た が 、 本 発 明 は
、 こ の 実 施 形 態 に 限 定 し て 解 釈 さ れ る べ き も の で は な い 。 本 発 明 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ
っ て の み そ の 範 囲 が 解 釈 さ れ る べ き で あ る こ と が 理 解 さ れ る 。 当 業 者 は 、 本 発 明 の 具 体 的
な 好 ま し い 実 施 形 態 の 記 載 か ら 、 本 発 明 の 記 載 お よ び 技 術 常 識 に 基 づ い て 等 価 な 範 囲 を 実
施 す る こ と が で き る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｂ 部 分 を 拡 大 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 各 実 施 形 態 に よ っ て ス ペ ー サ が 位 置 す る 一 例 を 説 明 す る た め に パ ネ ル を
示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ８ ａ 】 ａ ～ ｈ は 図 ７ に 位 置 し た ス ペ ー サ の 一 例 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ８ ｂ 】 ａ ～ ｈ は 図 ７ に 位 置 し た ス ペ ー サ の 一 例 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ８ ｃ 】 ａ ～ ｈ は 図 ７ に 位 置 し た ス ペ ー サ の 一 例 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ８ ｄ 】 ａ ～ ｈ は 図 ７ に 位 置 し た ス ペ ー サ の 一 例 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ８ ｅ 】 ａ ～ ｈ は 図 ７ に 位 置 し た ス ペ ー サ の 一 例 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ８ ｆ 】 ａ ～ ｈ は 図 ７ に 位 置 し た ス ペ ー サ の 一 例 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ８ ｇ 】 ａ ～ ｈ は 図 ７ に 位 置 し た ス ペ ー サ の 一 例 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ８ ｈ 】 ａ ～ ｈ は 図 ７ に 位 置 し た ス ペ ー サ の 一 例 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ３ 】
２ ０ ０ 　 電 界 発 光 表 示 装 置
２ １ ０ 　 基 板 ２ １ ０
２ ２ ０ 　 第 １ 電 極
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２ ２ ２ 　 絶 縁 膜
２ ３ ０ 　 発 光 部
２ ４ ０ 　 第 ２ 電 極
２ ５ ０ 　 吸 湿 剤
２ ６ ０ 　 シ ー ル ド キ ャ ッ プ
２ ７ ０ 　 シ ー ラ ン ト

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ８ ａ 】

【 図 ８ ｂ 】 【 図 ８ ｃ 】
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【 図 ８ ｄ 】 【 図 ８ ｅ 】

【 図 ８ ｆ 】 【 図 ８ ｇ 】
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【 図 ８ ｈ 】

【 図 ７ 】
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